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　第三清徳丸襲撃事件の調査、乗組員の救援を求め

る決議が収録されている琉球政府立法院会議録。琉

球政府立法院議会は、事件の真相を明らかにするた

め、国連他国際機関への協力を求め、議会閉会中も特

別委員会を設置し、事件の一切の審理を付託する決

議を採択した。ただし、特別委員会の設置については、

議長の判断により削除されている。

資料概要

[第5回議会1955年3月5日]

決議案第十五号　第三清徳丸乗組員に対する射殺事件の調査ならびに乗組

員の救援に関する決議案　右の議案を発議する。　

（略）　

　去る三月二日午後二時頃、琉球列島魚釣島附近東経一二三度一三分、北緯

二五度四八分の地点で、沖縄佐敷村馬天区四班当真政（ママ）庸氏所有の漁

船第三清徳丸（一五トン）が青天白日旗（台湾の蒋介石政府の国旗）を掲げたジ

ヤンク船二隻におそわれ第三清徳丸の乗組員九名のうち二名が射殺され四名

は行方不明になつたという事件が新聞紙上で報道されている。　

（略）この事件は人権問題としても、領海の問題としても、国際的な性質をもつ極

めて重大な事件である。

（略）

　この調査で厳密を期するためには、国際連合その他の国際的な諸機関の協

力も得なければならないと考える。　

　よつて琉球政府立法院は国際的な諸機関の協力をうけつつ事件の真相を明

らかにし行方不明の同胞を救い事件の責任を追及するために、閉会中も特別委

員会を設置し（※1）、この事件に関する一切の審理を付託する。

　一九五五年三月五日

　　　　　　琉球政府立法院　（略）

内容見本

USCAR、琉球政府が管下で発生した事件として対応
　����年（昭和��年）�月�日、尖閣諸島の魚釣島でカジキ曳（ひき）
縄漁を操業していた馬天港船籍の第一清徳丸、第三清徳丸のうち、
第三清徳丸が青天白日旗を掲げたジャンク船に銃撃される事件が
発生した。
　この襲撃事件により、第三清徳丸乗組員�名の内、�名が行方不
明となった（生存者らの供述によると、�名が射殺されたとのことで
ある）。その他の乗組員は海に飛び込んだのち僚船第一清徳丸に乗
り移るなどして同海域を脱出した。
　事件の一報を受け、琉球政府は、琉球列島米国民政府（USCAR）
と協議し、軍飛行機による哨戒等の措置が取られたが、犯人の行方
については不明であった。
　また、立法院議会では事件の重大性に鑑み、�月�日、立法院決議

（第�回議会（臨時）[決議案第��号 第三清徳丸乗組員に対する射殺
事件の調査ならびに乗組員の救援に関する決議案]）を採択し、事
件の調査解決を日米両政府及び国連へ訴えた（→No.��）。
　その後、USCARは、米国国務省を通じて中華民国外交部に事件
の調査方を要請した。しかしながら、犯人の所属や行方などは判明
せず、����年（昭和��年）、琉球政府が被害者遺族に対して一時救
済金を給付した。
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USCAR、琉球政府が魚釣島を管下に
ある島として認識し、事件の対応にあ
たっていたことが確認できる。
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管下で発生した事件として協力を国際機関に求める琉球政府立法院の決議

（3）-第三清徳丸事件関連資料時代区分IV
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※�　最終的に委員会設置は議長判断で削除されている。
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